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の歯軸,唇 ・舌側歯槽骨表面および鼻腔底下縁か
らの距離を計測 した。また,埋伏過剰歯と両側中
切歯の咬合平面に対する歯軸傾斜角度 を計測 した。
水平断面画像では,過 剰歯の正中線から左右側方
向への偏位量 を計測 し,偏位量が多い側の中切歯
を患側,少 ない側の中切歯を健側 とした。また切
歯孔断面積,過 剰歯断面積,切 歯孔被覆断面積 を
計測 し,過剰歯 による切歯孔の被覆量を算出 した。
さらに,隣 接する左右側中切歯の捻転に関係 した
回転角度 を計測 し,以下の結果 を得 た。
1.隣接中切歯の歯軸傾斜角度は,患 側の方が
健側より有意に大きかった。
2.過剰歯最上方点から鼻腔底下縁までの距離
は,舌 側群の方が有意に長かった。
3.舌側群の埋伏過剰歯は,正 中群に比較 して
患側中切歯舌側からの距離が有意に長 く,口蓋骨
骨縁との距離は有意に短かった。
4.上位例の埋伏過剰歯は中位例に比較 して,
口蓋骨骨縁 までの距離が有意に長かった。
5.切歯孔被覆率は,中 位例の埋伏過剰歯が上
位例に比較 して有意に大きかった。
以上の結果か ら,臨床では患児の口腔内所見 と
して,中 切歯歯軸傾斜の違いから埋伏位置を推測
できる可能性が示唆 された。またパ ノラマエ ック
ス線写真による埋伏過剰歯の垂直的位置の判定に
より,埋伏状態 あるいは切歯孔の被覆状況 を推定
することがで き,術前の診断ならびに処置 に際 し
ても参考になることが示唆された。
本論文に関 して審査委員会 は平成24年1月24
日に開催 された。申請者による研究概要の設明の
後,委 員より,1)対象者の設定,2)計 測項目の
設定,3)計 測点と解剖学的名称等について質疑
があり,いずれ も申請者から的確な回答が得 られ
た。また,委 員会での指摘にそって,論 題,英 文
抄録,方 法,考 察,結 論,図 表における追加 ・修
正がなされた。
本研究は歯科医学の発展に寄与す るもの と考 え
られ,申 請者は学位授与に値すると本審査委員会
は判定 した。
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論文の内容および審査の要旨
小児の埋伏過剰歯 に関 しての研究では,隣 接永
久切歯の形成障害,萌 出遅延などに関する報告や,
発現頻度,萌 出方向などの臨床統計的観察が多く
なされてきた。近年エックス線CT画 像が種々の
歯科疾患の診断等に活用 されるようになったが,
これまでの埋伏過剰歯 についての研究では,顎骨
内での三次元的な位置や,隣 接する永久切歯との
位置関係などに関する定量的観察はみ られない。
そこで本研究では,臨床での診断や適切 な処置
方法等を検討する一助 とすることを目的に,埋 伏
過剰歯の位置ならびに隣接する永久切歯 との位置
関係 について,エ ックス線CT画 像 をもとに三次
元的に解析 し,パ ノラマエックス線写真 との比較
検討 を行った。
対象は,奥 羽大学歯学部附属病院小児歯科外来
に来院 し,上顎正中部に逆生埋伏過剰歯を有する
小児で,平 成18年4月か ら平成23年9月までに
撮影 されたエックス線CT写 真148例中,埋 伏過
剰歯1歯 の症例 を選択 し,男 児31例,女児14例,
計45例とした。
パ ノラマエ ックス線写真による定性的観察 とし
て,鼻 腔底下縁から上顎中切歯間歯槽骨頂 までの
範囲を1/3ずつ区分(上 位例 ・中位例 ・下位例)
した。また過剰歯が上顎中切歯歯根 と重なる舌側
群,重 ならない正中群に区分 した。三次元的位置
は,エ ックス線CT写 真をもとに画像解析ソフ ト
ExaVision Lite Ver1.02e(ZIOソフ ト社)を 用い
て計測 した。
観察項 目として垂直断面画像では,過 剰歯の長
径と幅軽,埋 伏過剰歯および隣接する上顎中切歯
